
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  

【開始時期】 

令和６年１月から 
 

【産後ケア内容】 

⚫ お母さんのケア （乳房ケア、食事の提供など） 

⚫ 赤ちゃんのケア （体重、健康状態のチェックなど） 

⚫ 育児の相談 （授乳や沐浴など） 

⚫ 育児サポート （休息や心身のケアなど） 

➔管理栄養士のバックアップ 

利用者の健康状態に合わせた食事を提供し、 

産後の身体回復をサポートします 

 

市内唯一の分娩ができる医療機関として、支援を必要とするお母さんや赤ちゃんに“心身のケア”や“育

児サポート”を行い健やかな育児ができることを支援するため、1泊2日の「宿泊型」産後ケアを始めます。 

日野市は、令和5年9月27日に自殺防止対策に先進的に取り組んでいる、NPO法人ライフリンクと自殺

対策SNS等相談事業における『連携自治体事業』協定を結びました。これは東京都26市初、都内では4番

目の取り組みとなります。 

この協定は、国の「自殺総合対策大綱」で重点施策とされているSNS等活用相談にあたり、庁内はもとよ

り、学校、警察、消防等の様々な機関と連携し、「入り口から出口まで」の包括的な支援、生きづらさや生活

のしづらさ等の課題を抱えた方を支援します。 

みんなの想いを力に変えて確かな未来を創る！！ 
令和5年第４回日野市議会定例会が１１月29日から１２月15日まで開

催され、市長より提出された議案、また、原油価格・物価高騰に対応する

支援策などが盛り込まれた令和5年度日野市一般会計補正予算（第8

号）（第9号）など、活発な議論が交わされました。 

上程された議案については賛成多数で可決しております。 

本定例会での審議事項や、一般質問で『島谷ひろのり』がピックアップ

した内容、トピックスも含め、以下、主な内容をご報告させて頂きます。 

2024 年 冬号 No.24 

■令和5年第４回定例会 議案等審議結果についての詳細は日野市議会ＨＰへ 
https://www.city.hino.lg.jp/shigikai/gian/1025386.html ⽇野市HP ページID 1025386 

Ⅰ．東 京 都 ２６市 初 ！⾃ 殺 防 ⽌ 対 策 を強 化  『連 携 ⾃ 治 体 事 業 』協 定 について 

Ⅱ．⽇野市⽴病院で産後ケア（宿泊型）サービスが始まります 

■日野市産後ケア事業についての詳細は日野市ＨＰへ 
https:// www.city.hino.lg.jp/kosodate/ninshin/care/1014499.html ⽇野市HP ページID 1014499 

【内容】 

• ライフリンク相談員によるSNS等を活用した相談事業を行う。 

▶ 電話・メールによる相談受付。 

• 日野市とライフリンクが連携。相談者の悩みに対し、具体的支援を行う。 

▶ 市の専任職員が担当し、支援内容をコーディネートする。 

【対象者】 

以下の全てに該当するお母さんと赤ちゃん 

⚫ 日野市民であって、ご家族から十分な援助が 

受けられない方 

⚫ 子育てについての不安や体調の心配がある方 

⚫ 日野市立病院で出産された生後一か月未満 

までの赤ちゃんとそのお母さん 

【利用料金】 

宿泊型1泊2日 自己負担額６，０００円/１回 

※但し、市民税非課税世帯、生活保護世帯、 

ひとり親世帯の場合は、ご負担はありません 



                  
□質問主旨 公共施設総合管理計画において「縮充」という考え方で各施設の個別

計画・方針が徐々に明確化されてきます。今回は、公共施設の中の「学校施設」とい

う観点で、今後の地域開放の在り方、市の考えを質しました。 

 

 

 

また、学校施設への老朽化対策に留まらず、児童生徒が充実した学校生活を送る環境づくりに対しての

投資も重要です。生徒一人一台タブレットを配布する「GIGA スクール構想」も、令和６年度で４年目を迎

えます。今後の機器更新の準備状況と、デジタル教科書の利活用など更なる充実、他にも部活動指導に

関わる「ハラスメント根絶対策」など、教育現場の諸課題についても質しました。以下、抜粋となります。 

●島谷ひろのり議員⇒ 今後のデジタル教科書の活⽤について、デジタル教科書の⽔平展開をどう進めていく⽅針
なのか、また、現在の検討状況は︖授業を受けた⼦ども達の意⾒を反映させる必要性について、市の⾒解は︖ 
◆⽇野市 ⽇野市では、⽂部科学省が実施している「学びの保障・充実のための学習者⽤デジタル教科書実証事業」等
を活⽤し、デジタル教科書をインストールし、研究を進めている。学習者⽤デジタル教科書の選定については、来年度以降も
引き続き⽂部科学省等が実施する事業を活⽤しながら⾏っていく予定で、その際は、児童・⽣徒からも使⽤した感想等を集
めた上で、各学校が希望を出すような取り組みも検討していく。 

●島谷ひろのり議員⇒ 部活動に関わる⼤⼈、コーチングの環境として、特に「ハラスメントの根絶」対策についての、
⾒解と、中学校間での合同部活動⽅式を採⽤することについての⾒解を伺いたい。 
◆⽇野市 教育委員会では、令和 5 年 9 ⽉に⾏った「⽇野市における部活動に関する⽅
針」の改定に際し、「⽣徒の⼈格及び⼈権の尊重」や「ハラスメントの根絶」など、技術指導
以外に指導者として備えておくべき資質に関しても明記した。また、他市の進める拠点校⽅
式や合同部活動が、部活動の維持存続という課題について、解決⼿段になる可能性がある
ことは認識しており、その効果と課題についても、今後研究をしてまいりたい。 
●島谷ひろのり議員⇒ 体育館や校庭などの運動施設以外の学校開放の現状につ
いて、調理室や⾳楽室など、「使えればありがたい︕」といったような市⺠からのお声も伺
う中で、今後、どのように利活⽤が図られるか︖ 
◆⽇野市 学校施設と他の公共施設との複合化・共⽤化にあたっての考え⽅について、教育委員会では、現在「新たな
学校づくり・社会教育施設づくり」の検討を進めている。本年８⽉に検討委員会を⽴ち上げ、市⺠を交えて、⼦どもたちの新
しい時代の学びに対応した学習空間を検討する中で、検討委員会の委員からは特別教室等の学校施設の共⽤化について、
地域コミュニティの形成など複合化と同様のメリットがあること、学校施設に多様な機能や利⽤⽅法が考えられること、管理
コストの効率化が図られるなど期待感も⽰されており、引き続き、複合化・共⽤化等についてのメリット・デメリットなどについて
意⾒交換を重ねながら、これら実現に向けた⼿法についてもあわせて検討していく。 
●島谷ひろのり議員⇒ 複合化とならない学校施設周辺に住む⽅々から、不公平感など不満の声が、将来⼤きく
なることはあってはならない。⽇野本町周辺地区の再編を「複合化のパイロットプロジェクト」と位置付けることに期待
しているが、これまでの枠組み、施設の集約に関連する施設利⽤者の枠だけに捉われない、より多くの⽇野市⺠から
の「ニーズ」を取りまとめた上で、再編計画を進めることに期待する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〔１〕 教 育 現 場 のこれからについて（ICT環 境 ・合 同 部 活 動 ・学 校 施 設 の複 合 化 ） 

Ⅲ．島 ⾕ ひろのり⼀ 般 質 問 （概 要 ） 

■日野市公共施設等総合管理計画の改訂について  ⽇野市HP ページID 1024461 
https://www.city.hino.lg.jp/shisei/keikaku/shisetsukanri/1024461/keikaku/index.html  


